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は
じ
め
に

歴
代
王
朝
の
「
正
統
」
を
め
ぐ
る
議
論
、
い
わ
ゆ
る
正
統
論
は
、

宋
代
（
九
六
〇
～
一
二
七
九
）
に
萌
芽
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「
正

統
」
を
巡
る
議
論
は
南
宋
の
朱
熹
に
よ
っ
て
大
き
な
画
期
を
迎
え
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
特
に
三
国
時
代
（
二
二
〇
～
二
八
〇
）
の
中
で

蜀
漢
を
「
正
統
」
と
す
る
理
解
は
、
朱
熹
に
よ
っ
て
確
立
・
普
及
し

た
と
す
る
の
が
定
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
南
宋
に
お
け
る
蜀
漢
正
統

論
の
確
立
に
朱
熹
が
ど
こ
ま
で
影
響
力
を
持
っ
た
の
か
は
、
再
検
討

の
余
地
が
あ
る
。

著
者
は
現
在
、朱
熹
と
ほ
ぼ
同
時
代
人
で
あ
る
蕭
常
が
著
し
た『
続

後
漢
書
』
を
手
が
か
り
と
し
て
、
南
宋
に
お
け
る
正
統
論
の
展
開
・

成
立
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
す
る
研
究
を
進
め
て
い
る
。
同
書
は
、

南
宋
に
隆
盛
し
た
蜀
漢
正
統
論
の
気
風
の
元
で
編
ま
れ
た
書
と
し
て

知
ら
れ
、
蜀
漢
人
士
に
関
す
る
記
述
を
本
紀
・
列
伝
と
し
て
扱
う
一

方
、
孫
呉
・
曹
魏
人
士
の
記
録
は
載
記
と
し
て
扱
っ
て
い
る
こ
と
が

有
名
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
内
容
は
、
単
に
先
行
書
（
陳
寿
『
三
国

志
』
お
よ
び
裴
注
や
范
曄
『
後
漢
書
』）
を
参
照
し
て
書
い
た
も
の

と
理
解
さ
れ
、
ま
た
そ
の
史
論
も
、「
南
宋
に
お
い
て
朱
熹
に
よ
っ

て
蜀
漢
正
統
論
が
主
流
と
な
っ
た
」
事
例
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
る

こ
と
が
多
い（

（
（

。
後
掲
の
四
庫
全
書
本
『
続
後
漢
書
』
に
附
さ
れ
た
提

要
（
以
下
「
提
要
」）（

（
（

も
『
続
後
漢
書
』
の
史
筆
は
高
く
評
価
す
る
が
、

史
料
と
し
て
の
価
値
は
さ
ほ
ど
認
め
て
い
な
い
。

そ
こ
で
本
研
究
は
、
こ
の
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
お
よ
び
著
者
の
蕭

常
に
つ
い
て
の
研
究
を
通
し
て
、
南
宋
に
お
け
る
正
統
論
の
展
開
と

朱
子
学
の
影
響
力
に
つ
い
て
新
た
な
知
見
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
す

蕭
常
『
続
後
漢
書
』
の
基
礎
的
研
究

― 
序
お
よ
び
四
庫
提
要
の
分
析
を
中
心
に 

―

田
中
靖
彦
・
石
井 

仁
・
中
本
圭
亮
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る
。蕭

常
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
史
料
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
お
ら

ず
、
ま
た
研
究
も
多
く
は
な
い
が（

（
（

、
歐
陽
守
道（

（
（

撰
『
巽
齋
文
集
』
卷

二
十
一
所
収
「
跋
続
後
漢
書
」
に
「
晦
齋
先
生
蕭
季
韶
、
諱
常
、
吾

州
耆
儒
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
従
え
ば
字
は
季
韶
、
号
を
晦
齋
先
生

と
い
っ
た
ら
し
い
。
本
貫
は
廬
陵（

（
（

で
あ
る
こ
と
が
、
後
掲
の
諸
史
料

で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
江
西
通
志
』
卷
五
十
・
選
舉
二
・
宋

に
「
淳
熙
四
年
（
一
一
七
七
）
丁
酉
解
試
…
…
蕭
常
［
廬
陵
人
］」

と
あ
り
（［　

］
で
括
っ
た
箇
所
は
割
注
表
記
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

以
下
同
様
）、
こ
れ
が
本
研
究
で
着
目
す
る
蕭
常
と
同
一
人
物
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
彼
は
朱
熹
（
一
一
三
〇
～
一
二
〇
〇
）
と
ほ
ぼ
同
時

期
を
生
き
た
人
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

本
稿
は
、研
究
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、『
続
後
漢
書
』
卷
四
十
二
（
四

庫
全
書
本
で
は
卷
四
十
四
。卷
数
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
）

の
末
尾
に
見
え
る
自
記
と
お
ぼ
し
き
一
段
、
周
必
大
に
よ
る
「
続
後

漢
書
原
序
」、
蕭
常
本
人
に
よ
る
「
進
續
後
漢
書
表
」、
そ
し
て
「
提

要
」
の
四
つ
の
史
料
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る（

（
（

。

一
．
自
記

『
続
後
漢
書
』
の
最
終
卷
で
あ
る
卷
四
十
二
（
四
庫
全
書
本
で
は

卷
四
十
四
）
は
魏
載
記
九
で
、
張
遼
・
張
郃
・
鄧
艾
ら
の
事
績
が
記

さ
れ
て
い
る
。
だ
が
同
卷
の
み
、「
賛
曰
」
に
続
け
て
、
蕭
常
本
人

が
同
書
を
著
す
に
至
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
た
段
が
附
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
『
史
記
』
の
最
終
卷
が
太
史
公
自
序
で
あ
る
こ
と
を
想

起
さ
せ
よ
う
。
范
曄
『
後
漢
書
』
や
陳
寿
『
三
国
志
』
に
自
序
は
無

い
が
、
班
固
『
漢
書
』
や
沈
約
『
宋
書
』
な
ど
は
最
終
卷
を
自
序
と

し
て
お
り
、『
史
記
』
の
影
響
力
が
窺
え
る
。
特
に
蕭
常
の
場
合
、『
続

後
漢
書
』
最
終
卷
末
尾
で
語
ら
れ
る
内
容
が
『
史
記
』
卷

一
百
三
十
・
太
史
公
自
序
と
酷
似
し
て
お
り
、
蕭
常
が
太
史
公
自
序

を
念
頭
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
。
た
だ
、『
史
記
』

を
始
め
と
す
る
自
序
は
、
著
者
自
身
の
み
な
ら
ず
一
族
の
来
歴
な
ど

を
比
較
的
詳
し
く
記
す
傾
向
が
あ
る
の
に
対
し
、
蕭
常
の
文
は
非
常

に
簡
素
で
、
自
序
と
い
う
よ
り
は
、
現
在
の
書
籍
に
よ
く
見
ら
れ
る

「
あ
と
が
き
」に
当
た
る
も
の
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。郁
松
年
の『
札

記
』
は
「
卷
末
自
記
」
と
呼
ん
で
お
り
、本
稿
で
も
こ
れ
に
倣
い
「
自

記
」
と
呼
称
す
る
。
と
も
あ
れ
、
蕭
常
が
同
書
を
著
す
に
至
っ
た
経

緯
や
史
学
思
想
を
捉
え
る
上
で
重
要
な
史
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ま

ず
は
こ
れ
を
見
て
お
き
た
い
。

【
原
文
】

　

常
曩
侍
孝
節
先
公
讀
史
、
至
陳
壽
『
蜀
志
』
而
先
公
廢
卷
不

懌
曰
、「
漢
其
蜀
乎
。
小
人
哉
、
陳
壽
也
。」
於
是
常
生
十
四
年
、

雖
未
成
人
、亦
麤（

（
（

知
古
今
治
亂
興
亡
之
大
畧
。
因
請
曰
、「
昭
烈
、
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漢
之
支
屬
、
繼
獻
帝
而
作
。
豈
當（

（
（

易
號
爲
蜀
歟
。
抑
陳
壽
因
其

所
都
之
地
而
名
之
歟
。
將
改
仕
晉
氏
而
黜
其
故
國
本
號
也
。」

先
公
言
、「
壽
之
父
以
罪
爲
諸
葛
亮
所
髡
、
而
壽
之
身
復
爲
亮

子
瞻
所
笞
、
又
仕
漢
久
不
得
志
、
庸
是
貶
其
號
而
詆
訕
其
君
臣
、

且
以
尊
魏
也
。
然
壽
之
史
行
於
世
幾
千
載
、
無
一
人
正
其
謬
而

改
作
者
。
吾
老
矣
。
竊
有
志
焉
。
而
日
者
謂
我
『
歲
行
戌
亥
間

將
死
。』
果
爾
、
吾
其
已
矣
。
成
吾
志
者
、
其
汝
也
夫
。」
常
忍

涕
而
識
之
。
既
冠
、
梏
於
時
學
而
未
遑（

（
（

、
然
亦
未
始
一
日
不
往

來
於
中
。
後
三
十
年
、
歲
在
戊
申
、
偶
抱
病
累
月
、
病
愈
、
因

追
憶
先
公
之
所
以
屬
望
、
勉
強
成
書
。
雖
正
其
名
、
而
私
切
自

揆
、
學
不
淹
貫
、
文
不
雅
馴
、
大
懼
不
足
以
成
先
公
之
志
。
安

知
後
人
之
議
常
、
不
猶
常
之
議
壽
也
哉
。
先
公
諱
昌
齡
、
字
椿

年
、
後
更
諱
壽
朋
。
博
極
羣（

（1
（

書
、
爲
時
儒
宗
。
既
卒
、
門
人
私

諡
孝
節
先
生
云
。

【
書
き
下
し
文
】

　

常 

曩
に
孝
節
先
公
に
侍
り
て
史
を
讀
む
に
、
陳
壽
『
蜀
志
』

に
至
る
や
先
公 

卷
を
廢す

て
懌
ば
ず
し
て
曰
く
、「
漢
は
其
れ
蜀

か
。
小
人
な
る
か
な
、
陳
壽
や
」
と
。
是
に
於
て
常 

生
ま
れ

て
十
四
年
、
未
だ
成
人
せ
ず
と
雖
も
、
亦
た
麤ほ

ぼ
古
今
の
治
亂

興
亡
の
大
畧
を
知
る
。
因
り
て
請
ひ
て
曰
く
、「
昭
烈
は
、
漢

の
支
屬
に
し
て
、
獻
帝
を
繼
ぎ
て
作お

こ

る
。
豈
に
當
に
號
を
易
へ

蜀
と
爲
す
べ
け
ん
や
。
抑
も
陳
壽
は
其
の
都
す
る
所
の
地
に
因

り
て
之
を
名
づ
く
か
。
將
に
改
め
て
晉
氏
に
仕
へ
ん
と
し
て
其

の
故
國
の
本
の
號
を
黜
く
る
な
り
」と
。先
公
言
ふ
な
ら
く
、「
壽

の
父
は
罪
を
以
て
諸
葛
亮
の
髡
す
る
所
と
爲
り
、
而
も
壽
の
身

も
復
た
亮
の
子
た
る
瞻
の
笞
う
つ
所
と
爲
り
、
又 

漢
に
仕
ふ

る
も
久
し
く
志
を
得
ず
、
是
を
庸
て
其
の
號
を
貶
め
て
其
の
君

臣
を
詆て

い

訕せ
ん

し
、
且
つ
以
て
魏
を
尊
ぶ
な
り
。
然
れ
ど
も
壽
の
史 

世
に
行
は
る
る
こ
と
幾
ん
ど
千
載
、
一
人
の
其
の
謬
を
正
し
て

改
め
作
る
者
無
し
。
吾 

老
い
た
り
。
竊
か
に
志
有
り
。
而
れ

ど
も
日
者 

我
に
謂
ふ
、『
歲 

戌
亥
の
間
を
行
く
や
將
に
死
せ

ん
と
す
』
と
。
果
た
し
て
爾
ら
ば
、
吾 

其
れ
已
ん
ぬ
る
か
な
。

吾
が
志
を
成
す
者
は
、
其
れ
汝
か
」
と
。
常 

涕
を
忍
び
て
之

を
識
る
。
既
に
冠
す
る
や
、時
學
に
梏し

ば

ら
れ
て
未
だ
遑い
と
まあ
ら
ず
、

然
れ
ど
も
亦
た
未
だ
始
め
よ
り
一
日
と
し
て
中
に
往
來
せ
ず
ん

ば
あ
ら
ず
。
後
三
十
年
、
歲 

戊
申
に
在
り
て
、
偶
々
病
を
抱

く
こ
と
累
月
、
病
愈
え
、
因
り
て
先
公
の
屬
望
せ
る
所
以
を
追

憶
し
、
勉
め
強
ひ
て
書
を
成
す
。
其
の
名
を
正
す
と
雖
も
、
而

れ
ど
も
私
か
に
切
に
自
ら
揆は

か

る
に
、
學
は
淹
貫
な
ら
ず
、
文
は

雅
馴
な
ら
ず
、
大
い
に
以
て
先
公
の
志
を
成
す
に
足
ら
ざ
る
を

懼
る
。
安
ん
ぞ
後
人
の
常
を
議
す
る
こ
と
、
猶
ほ
常
の
壽
を
議

す
る
が
ご
と
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
や
。
先
公 

諱
は
昌
齡
、
字

は
椿
年
、
後
に
諱
を
壽
朋
と
更
む
。
博
く
羣
書
を
極
め
、
時
の
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儒
宗
と
爲
る
。
既
に
卒
す
る
や
、
門
人 

私
か
に
孝
節
先
生
と

諡
す
と
云
ふ
。

内
容
を
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
蕭
常
の
父
が
、
陳
寿

『
三
国
志
』
に
お
け
る
蜀
漢
の
扱
い
を
大
変
不
満
に
思
い
、
そ
の
修

正
を
志
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
果
た
せ
ぬ
ま
ま
に
世
を
去
る
こ
と
を

悟
り
、
子
で
あ
る
蕭
常
に
そ
の
志
を
託
し
た
。
そ
の
後
、
蕭
常
は
時

学
（
科
挙
の
た
め
の
学
問
を
い
う
か
）
に
縛
ら
れ
て
時
間
が
持
て
な

か
っ
た
が
、
三
十
年
後
に
数
ヶ
月
間
病
気
と
な
り
、
平
癒
す
る
と
父

の
嘱
望
を
追
憶
し
、
努
力
し
て
成
書
し
た
、
と
い
う
。

文
中
に
あ
る
、病
と
な
っ
た
「
戊
申
」
の
年
で
あ
る
が
、前
掲
『
江

西
通
志
』
の
記
録
に
基
づ
け
ば
、
淳
熙
四
年
（
一
一
七
七
）
丁
酉
解

試
の
項
に
蕭
常
の
名
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
近
い
戊
申
の
年
は
淳
熙

十
五
年
（
一
一
八
八
）
で
あ
る
。

亡
父
の
遺
志
を
息
子
が
成
就
す
る
と
い
う
経
緯
は
、司
馬
遷
が『
史

記
』
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
経
緯
を
想
起
さ
せ
る
に
十
分
で
あ
り
、

こ
の
一
段
は
『
史
記
』
太
史
公
自
序
の
影
響
が
濃
厚
な
内
容
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
が
ど
こ
ま
で
真
実
か
は
も
は
や
確
か
め
よ
う
も

な
い
が
、
父
も
自
ら
を
司
馬
談
に
擬
し
、
子
を
司
馬
遷
に
比
し
て
、

実
際
に
こ
の
よ
う
な
会
話
を
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

な
お
、
王
徳
毅
「
蕭
常
《
續
後
漢
書
》
及
其
影
響
」（『
東
呉
歴
史

学
報
』
十
七
、二
〇
〇
七
年
）
は
、
張
栻
・
朱
熹
ら
の
著
述
を
挙
げ
、

南
宋
に
お
け
る
蜀
漢
尊
崇
の
気
風
が
高
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
、
こ
れ

ら
の
一
環
と
し
て
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
を
捉
え
る
。
だ
が
「
自
記
」

に
よ
れ
ば
、
蕭
常
の
父
は
「
陳
寿
の
『
三
国
志
』
が
世
に
出
て
千
年

に
も
な
ろ
う
と
い
う
の
に
、
一
人
も
そ
の
（
蜀
漢
の
号
を
貶
め
魏
を

尊
ぶ
と
い
う
）
誤
り
を
正
す
者
が
い
な
い
」
と
言
っ
て
お
り
、
こ
れ

を
文
字
通
り
に
捉
え
る
な
ら
ば
、
当
時
は
尊
蜀
を
主
張
す
る
論
が
皆

無
だ
っ
た
（
少
な
く
と
も
蕭
常
の
父
は
未
見
だ
っ
た
）
こ
と
に
な
る
。

無
論
こ
の
蕭
常
の
父
の
言
葉
は
、
自
説
の
先
進
性
を
強
調
す
る
た
め

の
誇
張
と
い
う
側
面
も
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

蕭
常
自
身
が
朱
熹
と
ほ
ぼ
同
世
代
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
蕭

常
の
父
が
朱
熹
の
思
想
に
つ
い
て
詳
し
く
知
ら
な
い
の
も
無
理
は
な

い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
南
宋
期
の
三
国
観
に
対
す
る
同
時
代
人
の
認

識
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
史
料
と
言
え
よ
う
。

二
．
續
後
漢
書
原
序

四
庫
全
書
本
・
叢
書
集
成
本
の
い
ず
れ
も
、
目
録
の
後
に
、
周
必

大
の「
続
後
漢
書
原
序
」が
収
め
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。
周
必
大（
一
一
二
六

～
一
二
〇
四
）
は
、
字
を
子
充
、
ま
た
洪
道
と
い
い
、
南
宋
期
に
活

躍
し
た
政
治
家
・
文
人
。『
宋
史
』
卷
三
百
九
十
一
に
列
伝
が
あ
る
。

祖
父
の
周
跣
は
、
宣
和
年
間
（
一
一
一
九
～
一
一
二
五
）
に
廬
陵
の

倅
（
副
官
）
と
な
っ
た
こ
と
で
同
地
に
居
を
構
え
た
。
そ
の
孫
の
周
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必
大
は
蕭
常
と
同
郷
と
い
う
こ
と
に
な
り
、『
続
後
漢
書
』
に
序
を

寄
せ
た
の
も
そ
の
縁
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
じ
廬
陵
の
人
と

し
て
歐
陽
脩
が
有
名
で
あ
る
が
、
周
必
大
は
歐
陽
脩
の
文
集
の
編
纂

を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

【
原
文
】續

後
漢
書
原
序

　

曹
氏
代
漢
、
名
禪
實
簒
、
特
新
莽
之
流
亞
。
丕
方（

（1
（

登
壇
、
自

形
舜
禹
之
言
、
固
不
敢
欺
其
心
矣
。
今
向
千
載
、
人
之（

（1
（

好
惡
、

豈
復
相
沿
。
而
蘇
軾
記
王
彭
之
説
以
爲
「
塗
巷
談
三
國
時
事
、

兒
童
聽
者
、
聞
劉
敗
則
顰
蹙
、
曹
敗
則
稱
快
。
遂
謂
君
子
小
人

之
澤
、百
世
不
斬
。」
茲
豈
人
力
強
致
也
與
。
陳
壽
、身
爲
蜀
人
、

徒
以
仕
屢
見
黜
、
父
又
爲
諸
葛（

（1
（

所
髡
、
於
劉
氏
君
臣
、
不
能
無

憾
、
著
『
三
國
志
』、
以
魏
爲
帝
而
指
漢
爲
蜀
、
與
孫
氏
倶
謂

之
「
主
」、設
心
已
偏
。
故
凡
當
時
祫
祭
、高
帝
以
下
昭
穆
制
度
、

皆
畧
而
不（

（1
（

書
。
方
見（

（1
（

乞
米
於
人
、
欲
作
佳
傳（

（1
（

、
私
意
如
此
、
史

筆
可
知
矣
。
其
死
未
幾
、
習
鑿
齒
作
『
漢
晉
春
秋
』、
起
光
武
、

終
愍
帝（

（1
（

、
以
蜀
爲
正
、
魏
爲
簒
、
謂
「
漢
亡
僅
一
二
年
則
已
爲

晉
。
炎
興
之
名
、
天
實
命
之
。」
是
蓋
公
論
也
。
然
五
十
四
卷
、

徒
見
於
『
唐
藝
文
志
』（

（1
（

、本
朝
『
太
平
御
覽
』
之
目（

（2
（

。
逮
仁
宗
時
、

修
『
崇
文
總
目
』（

（2
（

、
其
書
已
逸
。
或
謂
世
亦
有
之
而
未
之
見
也
。

幸
『
晉
史
』
載
所
著
論
千
三
百
餘
言（

（2
（

、大
旨
昭
然
。
劉
知
幾
『
史

通
』
云
、「
備
王
道
則
曹
逆
而
劉
順
。」（

（2
（

近
世（

（2
（

、
歐
陽
脩
議（

（2
（

「
正

統
」、

（
（2
（

不
黜
魏
。
其
賓
客
章
望
之
著
『
明
統
論
』
辨（

（2
（

之
、
見
於

國
史
。

（
（2
（

張
栻
『
經
世
紀
年
』
直
以
先
主
上
繼
獻
帝
爲
漢
、
而
附

魏
・
吳
于
下
方
。
皆
是
物
也
。
今
廬
陵
貢
士
蕭
常
、
潜
心
史
學
、

謂
古
以
班
固
史
爲
『
漢
書
』、
范
曄
史
爲
『
後
漢
書
』、
乃
起
昭

烈
章
武
元
年
辛
丑
、盡
少
帝
炎
興
元
年
癸
未
、爲
『
續
後
漢
書
』。

既
正
其
名
、
復
擇
注
文
之
善
者
、
併
書
之
、
積
勤
二
十
年
、
成

帝
紀
・
年
表
各
二
卷
、
列
傳
十
八
卷
、
吳
載
記
十
一
卷
、
魏
載

記
九
卷
、
別
爲
音
義
四
卷
。
惜
乎
、
壽
䟽
畧
於
前
、
使
常
不
得

追
記
英
賢
、
憲
章
于
後
、
以
釋
裴
松
之
之（

（2
（

遺
恨
也
。
昔
周
東
遷
、

寖
以
微
弱
、
至
春
秋
時
、
僅
爲（

（3
（

王
城
。
而
吳
・
楚
強
大
、
綿
地

數
千
里
、
皆
僭
稱
王
、
聖
人
斷
然
以
夷
狄
子（

（3
（

之
。
昭
烈
、
土
地
・

甲
兵
甚
非
周
比
、
興
於
漢
中
、
適
與
沛
公
始
封
國
號
同
。
天
時

人
事
、
決
非
偶
然
。
孔
子
復
生
、
必
有
以
處
此
、
乃
爲
首
探
魏

文
當
日
之
心
、
次
舉
蘇
氏
百
世
之
説
、
以
合
習
氏
之
論
、
而
證

舊
志
之
非
。
作
『
續
後
漢
書
』
序
、
慶
元
六
年
庚
申
二
月
望（

（3
（

、

少
傅
觀
文
殿
大
學
士
、
致
仕
、
益
國
公
、
食
邑
一
萬
四
千
六
百

戸
、
食
實
封
五
千
四
百
戸
、
周
必
大
書
。

【
書
き
下
し
文
】

續
後
漢
書
原
序

　

曹
氏 
漢
に
代
は
る
は
、
名
は
禪
な
れ
ど
實
は
簒
に
し
て
、
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特た

だ
新
莽
の
流
亞
な
り
。
丕 

方
に
壇
に
登
り
、
自
ら
舜
禹
の

言
に
形く

ら

ぶ
る
は
、
固
よ
り
敢
へ
て
其
の
心
を
欺
か
ざ
る
な
り
。

今 
千
載
に
向な
ん
なん

と
し
て
、
人
の
好
惡
は
、
豈
に
復
た
相
沿
は

ん
や
。
而
れ
ど
も
蘇
軾 

王
彭
の
説
を
記
し
て
以
爲い

へ
ら
く「
塗

巷 

三
國
の
時
の
事
を
談
ず
る
や
、
兒
童
の
聽
く
者
、
劉
の
敗

る
る
を
聞
く
や
則
ち
顰
蹙
し
、
曹
敗
る
る
や
則
ち
快
を
稱
ふ
。

遂
て
君
子
小
人
の
澤
は
、
百
世
斬
き
ず
と
謂
ふ
」
と
。
茲
れ
豈

に
人
力
の
強
致
す
る
も
の
な
ら
ん
や
。
陳
壽
は
、
身
は
蜀
人
爲

る
も
、
徒
だ
仕
ふ
る
も
屢
々
黜
け
ら
れ
、
父
も
又
た
諸
葛
の
髡

す
る
所
と
爲
る
を
以
て
、
劉
氏
君
臣
に
於
け
る
や
、
憾
無
き
こ

と
能
は
ず
、『
三
國
志
』
を
著
す
や
、
魏
を
以
て
帝
と
爲
し
漢

を
指
し
て
蜀
と
爲
し
、
孫
氏
と
倶
に
之
を
「
主
」
と
謂
ふ
、
設

心 

已
に
偏
る
。
故
に
凡
そ
當
時
の
祫
祭
に
、
高
帝
よ
り
以
下

昭
穆
の
制
度
は
、
皆 

畧
し
て
書
せ
ず
。
方
に
米
を
人
に
乞
ひ
、

佳
傳
を
作
ら
ん
と
欲
す
る
を
見
る
に
、
私
意 

此
の
如
く
な
れ

ば
、
史
筆
は
知
る
可
し
。
其
の
死
し
て
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
、

習
鑿
齒
『
漢
晉
春
秋
』
を
作
り
、
光
武
よ
り
起
し
、
愍
帝
に
終

は
り
、
蜀
を
以
て
正
と
爲
し
、
魏
も
て
簒
と
爲
し
、「
漢
亡
び

て
僅
か
一
二
年
に
し
て
則
ち
已
に
晉
爲
り
。
炎
興
の
名
は
、
天 

實
に
之
を
命
ず
る
な
り
」
と
謂
ふ
。
是
れ
蓋
し
公
論
な
り
。
然

る
に
五
十
四
卷
、
徒
だ
『
唐
藝
文
志
』、
本
朝
の
『
太
平
御
覽
』

の
目
に
見
ゆ
る
の
み
。
仁
宗
の
時
に
逮
び
て
、『
崇
文
總
目
』

を
修
む
る
も
、
其
の
書 

已
に
逸
せ
り
。
或
ひ
と
世
も
亦
た
之

を
有
つ
と
謂
ふ
も
未
だ
之
を
見
ざ
る
な
り
。
幸
に
し
て『
晉
史
』 

著
す
所
の
論
千
三
百
餘
言
を
載
せ
た
れ
ば
、
大
旨 

昭
然
た
り
。

劉
知
幾
の
『
史
通
』
に
云
ふ
、「
王
道
を
備
へ
れ
ば
則
ち
曹
は

逆
に
し
て
劉
は
順
な
り
」
と
。
近
世
に
て
は
、歐
陽
脩 「
正
統
」

を
議
し
、
魏
を
黜
け
ず
。
其
の
賓
客
の
章
望
之 

『
明
統
論
』
を

著
し
て
之
を
辨
じ
し
こ
と
、
國
史
に
見
ゆ
。
張
栻
の
『
經
世
紀

年
』
は
直
ち
に
先
主
を
以
て
上
は
獻
帝
を
繼
ぎ
て
漢
と
爲
し
、

而
し
て
魏
・
吳
を
下
方
に
附
す
。
皆 

是
の
ご
と
き
物
な
り
。
今
、

廬
陵
の
貢
士
た
る
蕭
常
、
史
學
に
潜
心
し
、
謂
へ
ら
く
、
古
、

班
固
の
史
を
以
て
『
漢
書
』
と
爲
し
、
范
曄
の
史
も
て
『
後
漢

書
』
と
爲
し
た
れ
ば
、乃
ち
昭
烈
の
章
武
元
年
辛
丑
よ
り
起
し
、

少
帝
の
炎
興
元
年
癸
未
に
盡
く
ま
で
も
て
、『
續
後
漢
書
』
と

爲
す
。
既
に
其
の
名
を
正
す
や
、復
た
注
文
の
善
き
者
を
擇
び
、

併
せ
て
之
を
書
し
、
勤
を
積
む
こ
と
二
十
年
、
帝
紀
・
年
表
各

二
卷
、
列
傳
十
八
卷
、
吳
載
記
十
一
卷
、
魏
載
記
九
卷
を
成
し
、

別
に
音
義
四
卷
を
爲
る
。惜
し
い
か
な
、壽 

前
に
䟽
畧
た
り
て
、

常
を
し
て
英
賢
を
追
記
し
、
後
に
憲
章
し
、
以
て
裴
松
之
の
遺

恨
を
釋
く
を
得
ざ
ら
し
む
。
昔
、
周 

東
遷
し
、
寖

や
う
や

く
以
て
微

弱
た
り
て
、
春
秋
の
時
に
至
る
や
、
僅
か
に
王
城
を
爲を

さ

む
る
の

み
。
而
し
て
吳
・
楚
は
強
大
に
し
て
、
地
を
綿つ

ら

ぬ
る
こ
と
數
千

里
、
皆 
王
を
僭
稱
す
る
も
、
聖
人 

斷
然
と
し
て
夷
狄
な
る
を
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以
て
之
を
子
と
す
。
昭
烈
は
、
土
地
・
甲
兵
は
甚
だ
周
の
比
に

非
ざ
る
も
、
漢
中
に
興
り
、
適
ま
沛
公
の
始
め
て
封
ぜ
ら
る
る

國
號
と
同
じ
。
天
の
時
と
人
の
事
は
、
決
し
て
偶
然
に
非
ず
。

孔
子 
復
た
生
ま
れ
、
必
ず
以
て
此
に
處
る
こ
と
有
ら
ば
、
乃

ち
首は

じ

め
に
魏
文
の
當
日
の
心
を
探
り
、
次
い
で
蘇
氏
の
百
世
の

説
を
舉
げ
、
以
て
習
氏
の
論
に
合
ひ
、
而
し
て
舊
志
の
非
を
證

す
る
を
爲
さ
ん
。『
續
後
漢
書
』
序
を
作
る
。
慶
元
六
年

（
一
二
〇
〇
）
庚
申
二
月
望
、
少
傅
觀
文
殿
大
學
士
、
致
仕
、

益
國
公
、
食
邑
一
萬
四
千
六
百
戸
、
食
實
封
五
千
四
百
戸
、
周

必
大
書
す
。

文
中
に
あ
る
「
蘇
軾
記
王
彭
之
説
」
と
は
、
蘇
軾
『
東
坡
志
林
』
に

見
え
る
有
名
な
逸
話
で
、
北
宋
期
に
は
民
間
で
も
尊
劉
抑
曹
の
傾
向

が
強
か
っ
た
証
左
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る（

（3
（

。

先
に
、
蕭
常
の
父
の
発
言
内
に
尊
蜀
を
主
張
す
る
先
人
の
論
へ
の

言
及
が
皆
無
だ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
は
習
鑿
歯
・
劉

知
幾
と
い
っ
た
宋
以
前
の
人
士
か
ら
、
北
宋
の
章
望
之
、
南
宋
の
張

栻
と
い
っ
た
人
物
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
人
々
の
が
想
起
す

る
「
蜀
漢
正
統
論
者
の
系
譜
」
と
も
い
う
べ
き
流
れ
が
こ
の
段
階
で

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
が
、
こ
の
系
譜
に
朱
熹
が
列
せ
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
「
自

記
」
同
様
、
南
宋
に
お
け
る
蜀
漢
正
統
論
の
隆
盛
に
対
す
る
朱
熹
の

役
割
を
攷
察
す
る
上
で
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
史
料
と
言
え
る
。

余
談
で
あ
る
が
、
周
必
大
は
歐
陽
脩
の
文
集
で
あ
る
『
歐
陽
文
忠

公
文
集
』
を
編
纂
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
そ
の
周
必
大
が

歐
陽
脩
の
三
国
論
を
「
魏
を
黜
け
ず
」
と
し
、
こ
の
文
中
で
正
論
と

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
尊
蜀
の
対
極
に
置
い
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ

よ
う（

（3
（

。

三
．
進
續
後
漢
書
表

四
庫
全
書
本
・
叢
書
集
成
本
の
い
ず
れ
も
、
目
録
・
周
必
大
「
続

後
漢
書
原
序
」
に
続
け
て
、
蕭
常
の
「
進
續
後
漢
書
表
」
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。

【
原
文
】進

續
後
漢
書
表

　

臣
常
言
、
名
義
至
重
、
信
古
今
之
不
渝
、
書
法
匪
輕
、
雖
毫

釐
之
必
計
、
理
不
可
易
、
事
固
當
然
。
竊
觀
魯
史（

（3
（

之
文
、
仰
識

宣
尼（

（3
（

之
志
、
盟
會
所
列
、
敢
辱
天
子
之
尊
。
王
人
雖
微
、
必
敍

諸
侯
之
上
、
僭
如
吳
・
楚
、
爵
不
過
子
。
盛
若
威
・
文（

（3
（

、
號
止

稱
侯
。
蓋
天
常
尊
地
常
卑
、
轉
移
不
可
。
譬
履
雖
新
、
冠
雖
敝
、

顚
倒
弗
容
。
載
維（

（3
（

惟
聖
經
筆
削
之
言
、
深
疾
史
氏
抑
揚
之
謬
、

彼
妄
肆
一
時
之
意
、
蓋
莫
如
三
國
之
書
。
既
紀
曹
而
傳
劉
、
復
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貶
漢
而
爲
蜀
以
鬼
蜮
之
雄
。
而
接
東
京
正
統
、
以
高
・
文（

（4
（

之
胄
、

而
與
孫
權
並
稱
。
徒
知
崇
偽
而
黜
真
。
寧
識
尊
王
而
賤
伯
。
不

可
以
訓
、
莫
甚
于
斯
。
是
用
質
之
古
人
、
揆
之
公
議
、
一
切
反

之
于
正
、
多
言
守
之
以
中
、
爰
痛
闢
于
淫
辭
。
庶
少
扶
于
名
教
。

恭
惟
皇
帝
陛
下
、
廣
淵
齊
聖
、
緝
熙（

（4
（

光
明
、
推
太
宗
開
卷
有
益

之
誠（

（4
（

、
佩
高
廟
放
心
莫
收
之
戒（

（4
（

、
毎
于
經
筵
之
暇
、
及
夫
史
學

之
傳
、
獨
全
深
識
遠
覽
之
明
、
力
主
大
公
至
正
之
道
。
如
臣
末

學
、
爲
時
鄙
儒
、
自
幼
承
師
法
于
先
臣
、
有
志
明
天
下
之
大
義
。

凡
疑
似
是
非
之
際
、
必
反
覆
辨
析
其
間
。
名
不
假
人
、
斥
垣
衍

帝
秦
之
論（

（4
（

、
物
不
失
舊
、
大
少
康
祀
夏
之
功（

（4
（

、
非
固
徇
管
見
臆

決
之
私
、
直
欲
還
天
理
人
心
之
正
。
采
諸
儒
之
遺
説
、
更
再
世

以
成
書
。
小
道
或
有
可
觀
、
多
見
其
不
知
量
。
僅
足
厠
兔
園（

（4
（

之

列
、
詎
敢
追
麟
筆（

（4
（

之
餘
。
藏
名
山
副
在
京
師（

（4
（

、
論
次
愧
十
年
之

作
。
閲
書
林
幸
乎
東
觀（

（4
（

、燕（
（5
（

閒
禆
乙
夜
之
觀（

（5
（

。
所
有
臣
編
次『
續

後
漢
書
』
紀
・
表
・
列
傳
・
載
記
、
總
計
四
十
二
卷
、
謹
繕
寫

成
八
册
、
隨
表
上
進
以
聞
、
臣
常
誠
惶
誠
恐
、
頓
首
頓
首
謹
言
。

【
書
き
下
し
文
】

『
續
後
漢
書
』
を
進
む
る
の
表

　

臣 

常 

言
す
。
名
義
は
至
っ
て
重
く
、
信
は
古
今
の
渝か

は
ら

ざ
る
も
の
な
り
。
書
法
は
輕
き
に
匪
ず
、
毫
釐
の
必
ず
計
る
と

雖
も
、理
と
し
て
易
ふ
可
か
ら
ず
、事 

固
よ
り
當
に
然
る
べ
し
。

竊
か
に
魯
史
の
文
を
觀
、
仰
ぎ
て
宣
尼
の
志
を
識
る
に
、
盟
會

の
列
す
る
所
は
、
敢
へ
て
天
子
の
尊
を
辱
し
め
ん
や
。
王
人
は

微
な
り
と
雖
も
、
必
ず
諸
侯
の
上
に
敍
し
、
僭
な
る
こ
と
吳
・

楚
の
如
き
も
、
爵
は
子
に
過
ぎ
ず
。
盛
ん
な
る
こ
と
威
・
文
の

若
き
も
、
號
は
侯
と
稱
す
に
止
ま
る
。
蓋
し
天
は
常
に
尊
く
地

は
常
に
卑
し
く
、
轉
移
す
る
こ
と
不
可
な
り
。
譬
へ
ば
履
は
新

し
き
と
雖
も
、
冠
は
敝
れ
た
り
と
雖
も
、
顚
倒
す
る
を
容
れ
ず
。

載す
な
はち

聖
經
の
筆
削
の
言
を
維
ひ
、
深
く
史
氏
の
抑
揚
の
謬
、
彼

の
妄
肆
一
時
の
意
を
疾
む
に
、蓋
し
三
國
の
書
に
如
く
は
莫
し
。

既
に
曹
を
紀
と
し
て
劉
を
傳
と
し
、
復
た
漢
を
貶
め
て
蜀
と
爲

し
、
以
て
鬼
蜮
の
雄
と
す
。
而
し
て
東
京
の
正
統
を
接
ぎ
、
高
・

文
の
胄
な
る
を
以
て
す
る
も
、
而
れ
ど
も
孫
權
と
並
び
稱
す
。

徒
だ
偽
を
崇
び
て
真
を
黜
く
を
知
る
の
み
、
寧
ん
ぞ
王
を
尊
び

て
伯
を
賤
し
む
を
識
ら
ん
や
。
以
て
訓
へ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ

と
、
斯
れ
よ
り
甚
だ
し
き
は
莫
し
。
是
を
用
て
之
を
古
人
に
質

し
、
之
を
公
議
に
揆は

か

り
、
一
切 

之
を
正
に
反
し
、
多
言 

之
を

守
る
に
中
を
以
て
し
、
爰
に
淫
辭
を
痛
闢
す
。
庶
は
く
は
少い

さ
さか

名
教
に
扶
け
と
な
ら
ん
こ
と
を
。恭
み
て
惟
ふ
に
皇
帝
陛
下
は
、

廣
淵
齊
聖
、
緝
熙
光
明
に
し
て
、
太
宗
の
開
卷
有
益
の
誠
を
推

し
、
高
廟
の
放
心
莫
收
の
戒
を
佩
び
、
毎
に
經
筵
の
暇
に
、
夫

の
史
學
の
傳
に
及
び
、
獨
り
深
識
遠
覽
の
明
を
全
う
し
、
力
め

て
大
公
至
正
の
道
を
主
る
。
臣
の
如
き
末
學
は
、
時
の
鄙
儒
爲
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る
も
、
幼
き
よ
り
師
法
を
先
臣
に
承
け
、
志
有
り
て
天
下
の
大

義
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
す
。
凡す

べ

て
疑
似
是
非
の
際
は
、
必
ず
反

覆
し
て
其
の
間
に
辨
析
す
。
名
を
人
に
假
り
ざ
る
こ
と
、
垣
衍

の
帝
秦
の
論
を
斥
く
る
が
ご
と
く
、
物
は
舊
き
を
失
は
ざ
る
こ

と
、
少
康
の
夏
を
祀
る
の
功
を
大
ぶ
が
ご
と
く
に
し
て
、
固
よ

り
管
見
臆
決
の
私
を
徇
ふ
る
に
非
ず
、
直
だ
天
理
人
心
の
正
に

還
ら
ん
と
欲
す
る
な
り
。
諸
儒
の
遺
説
を
采
り
、
再
世
を
更へ

て

以
て
書
を
成
す
。
小
道 
或
い
は
觀
る
可
き
も
の
有
る
も
、
其

の
量
を
知
ら
ざ
る
を
見
る
こ
と
多
し
。
僅
か
に
兔
園
の
列
に
厠

は
る
に
足
る
の
み
に
し
て
、
詎
ん
ぞ
敢
へ
て
麟
筆
の
餘
を
追
は

ん
や
。
名
山
に
藏
め
副
は
京
師
に
在
ら
ん
と
す
る
も
、
論
次
は

十
年
の
作
に
愧
づ
。
書
林
を
閲
し
て
東
觀
に
幸
し
、
燕
閒 

乙

夜
の
觀
に
禆
せ
ん
。
所あ

ら

有ゆ
る

臣
の
編
次
せ
る
『
續
後
漢
書
』
は
紀
・

表
・
列
傳
・
載
記
、
總
て
計
四
十
二
卷
、
謹
み
て
繕
寫
し
て
八

册
を
成
す
。
表
を
隨そ

へ
て
上
進
し
て
以
て
聞
す
。
臣 
常
、
誠

惶
誠
恐
、
頓
首
頓
首
、
謹
し
み
て
言
す
。

こ
の
史
料
を
読
む
限
り
、『
続
後
漢
書
』
は
皇
帝
に
上
納
さ
れ
た
よ

う
で
あ
る
。
蕭
常
は
、「『
三
国
志
』
は
曹
氏
を
本
紀
に
、
劉
氏
を
列

伝
と
し
、
漢
（
蜀
漢
）
を
貶
め
て
蜀
と
し
て
い
る
」
と
批
判
し
、
孔

子
の
『
春
秋
』
の
筆
法
を
慕
っ
て
成
書
し
た
の
が
『
続
後
漢
書
』
で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
父
の
影
響
を
「
自
幼
承
師
法
于
先

臣
」
と
簡
素
に
触
れ
る
に
と
ど
ま
り
、
父
が
陳
寿
の
『
三
国
志
』
に

不
満
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
更
再
世
以

成
書
」
と
は
、父
と
自
分
の
二
世
代
に
渡
っ
て
同
書
を
完
成
さ
せ
た
、

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
．
四
庫
提
要
お
よ
び
四
庫
全
書
本
に
つ
い
て

『
続
後
漢
書
』
は
「
四
庫
全
書
」
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
史
筆
は
高

く
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
、
提
要
の
『
続
後
漢

書
』
評
価
を
見
て
み
よ
う（

（5
（

。

【
原
文
】

　

臣
等
謹
案
、『
續
後
漢
書
』
四
十
九
卷（

（5
（

、
宋
蕭
常
撰
。
常
、

廬
陵
人
、
鄉
貢（

（5
（

進
士
。
初
、
常
父
壽
朋
、
病
陳
壽
『
三
國
志
』

帝
魏
黜
蜀
、
欲
爲
更
定
、
未
及
成
書
而
卒
。
常
因
述
父
志
爲
此

書
。
以
昭
烈
帝
爲
「
正
統
」、
作
帝
紀
二
卷
、
年
表
二
卷
、
列

傳
十
八
卷
。
以
吳
・
魏
爲
載
記
、
凡
二
十
卷
。
又
別
爲
音
義
四

卷
、
義
例
一
卷
。
於
蜀
志
、
增
傳
四
十
二（

（5
（

、
廢
傳
四
。
移
魏
志

傳
入
漢
十
。
吳
志
廢
傳
二
十
。
魏
志
廢
傳
八
十
九
。
多
援
裴
注

以
入
傳
。
其
增
傳
亦
皆
取
材
於
注
。
間
有
注
所
未
及
者
。
建
安

以
前
事
、
則
據
范
書
。
建
安
以
後
、
則
不
能
復
有
所
益
。
蓋
其

大
旨
在
書
法
、
不
在
事
實
也
。
然
其
義
例
精
審
、

（
（5
（

頗
得
史
法
。
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如
魏
・
吳
諸
臣
、
本
附
見
二
國
載
記
之
後
。
而
中
有
一
節
可
名
。

如
孟
宗
・
陳
表
等
、
則
別
入
孝
友
傳
。
杜
德
・
張
悌
等
、
則
別

入
忠
義
傳
。
管
寧
・
吳
範（

（5
（

等
則
別
入
隱
逸
方
技
傳
。
（
（5
（

體
實
本
之

『
晉
書
』。
又
曹
操
封
魏
公
、
加
九
錫
等
事
、
陳
志
皆
稱
「
天
子

命
公
」、
而
此
乃
書
「
操
自
爲
云
云
」、
則
本
之
范
蔚
宗
『
後
漢

書
』
本
紀
。
其
他
筆
削
亦
類
多
謹
嚴
。
惟
陳
志
先
主
傳
稱
「
封

涿
縣
陸
城
亭
侯
」、
而
常
於
昭
烈
紀
但
云
「
封
陸
城
侯
」。
陳
志

建
安
十
四
年
、「
魏
延
爲
都
督
」、
而
常
則
云
「
拔
魏
延
爲
鎭
遠

將
軍
」。
裴
注
既（

（5
（

無
此
語
。
不
知
常
何
所
本
。
然
常
之
所
長
、

不
在
考
證
。
殆
偶
然
筆
悞
、
非
別
有
典
據
也
。
常
成
此
書
時
、

嘗
以
表
自
進
於
朝
。
所
列
但
有
本
紀
・
表
・
傳
・
載
記
、
而
無

音
義
。
至
周
必
大
序
、
始
併（

（6
（

音
義
言
之
。
或
成
書
之
後
、
又
續

輯
補
入
歟（

（6
（

。
乾
隆
四
十
四
年
三
月
恭
校
上
。

總
纂
官　

臣
紀
昀　

臣
陸
錫
熊　

臣
孫
士
毅　

總
校
官　

臣
陸

費
墀

【
書
き
下
し
文
】

　

臣
等 

謹
し
み
て
案
ず
る
に
、『
續
後
漢
書
』
四
十
九
卷
は
、

宋
の
蕭
常
の
撰
な
り
。
常
は
、
廬
陵
の
人
に
し
て
、
鄉
貢
の
進

士
な
り
。
初
め
、
常
の
父
た
る
壽
朋
、
陳
壽
の
『
三
國
志
』
の

魏
を
帝
と
し
蜀
を
黜
く
る
を
を
病
み
て
、
更
定
を
爲
さ
ん
と
欲

す
る
も
、
未
だ
成
書
す
る
に
及
ば
ず
し
て
卒
す
。
常 

因
り
て

父
の
志
を
述
べ
て
此
の
書
を
爲
る
。
昭
烈
帝
を
以
て
「
正
統
」

と
爲
し
、
帝
紀
二
卷
、
年
表
二
卷
、
列
傳
十
八
卷
を
作
る
。
吳
・

魏
を
以
て
載
記
と
爲
す
こ
と
、
凡す

べ

て
二
十
卷
。
又 

別
に
音
義

四
卷
、
義
例
一
卷
を
爲
る
。
蜀
志
に
於
て
、
傳
を
增
す
も
の

四
十
二
、
傳
を
廢
す
る
も
の
四
。
魏
志
の
傳
を
移
し
て
漢
に
入

る
る
も
の
十
。
吳
志
の
傳
を
廢
す
る
も
の
二
十
。
魏
志
の
傳
を

廢
す
る
も
の
八
十
九
。
裴
注
を
援ひ

き
て
以
て
傳
に
入
る
る
も
の

多
し
。
其
の
傳
を
增
す
も
の
も
亦
た
皆 

注
に
取
材
す
。
間
々

注
の
未
だ
及
ば
ざ
る
所
の
者
有
り
。
建
安
よ
り
以
前
の
事
は
、

則
ち
范
書
に
據
る
。
建
安
よ
り
以
後
は
、
則
ち
復
た
益
す
所
有

る
こ
と
能
は
ず
。
蓋
し
其
の
大
旨
は
書
法
に
在
り
、
事
實
に
在

ら
ざ
る
な
り
。
然
れ
ど
も
其
の
義
例
は
精
審
に
し
て
、
頗
る
史

法
を
得
た
り
。
魏
・
吳
の
諸
々
の
臣
の
如
き
は
、
本 

二
國
載

記
の
後
に
附
見
す
。
而
れ
ど
も
中
に
一
節
の
名
づ
く
可
き
も
の

有
り
。
孟
宗
・
陳
表
等
の
如
き
は
、
則
ち
別
に
孝
友
傳
に
入
る
。

杜
德
・
張
悌
等
は
、
則
ち
別
に
忠
義
傳
に
入
る
。
管
寧
・
吳
範

等
は
則
ち
別
に
隱
逸
方
技
傳
に
入
る
。
體
は
實
に
之
を『
晉
書
』

に
本
づ
く
。
又 

曹
操
の
魏
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
九
錫
を
加
へ
ら

る
る
等
の
事
、
陳
志
は
皆 

「
天
子 

公
に
命
ず
」
と
稱
す
る
も
、

而
れ
ど
も
此
れ
乃
ち
「
操 

自
だ
云
云
と
爲
る
」
と
書
す
。
則

ち
之
を
范
蔚
宗
の
『
後
漢
書
』
本
紀
に
本
づ
く
。
其
の
他
の
筆

削
も
亦
た
類
ね
謹
嚴
多
し
。
惟
だ
陳
志
の
先
主
傳
は
「
涿
縣
の
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陸
城
亭
侯
に
封
ぜ
ら
る
」
と
稱
す
る
も
、
而
れ
ど
も
常
は
昭
烈

紀
に
於
て
但
だ
「
陸
城
侯
に
封
ぜ
ら
る
」
と
云
ふ
。
陳
志
の
建

安
十
四
年
に
、「
魏
延 

都
督
と
爲
る
」
と
い
ふ
も
、
而
れ
ど
も

常
は
則
ち
「
魏
延
を
拔
き
て
鎭
遠
將
軍
と
爲
す
」
と
云
ふ
。
裴

注 

既
に
此
の
語
無
し
。
常
に
何
の
本
づ
く
所
あ
る
か
を
知
ら

ず
。
然
れ
ど
も
常
の
長
ず
る
所
は
、
考
證
に
在
ら
ず
。
殆
ん
ど

偶
然
の
筆
悞
に
し
て
、
別
に
典
據
有
る
に
非
ざ
る
な
り
。
常 

此
の
書
を
成
せ
る
時
、
嘗
て
表
を
以
て
自
ら
朝
に
進
む
。
列
す

る
所
は
但
だ
本
紀
・
表
・
傳
・
載
記
有
る
の
み
に
し
て
、
音
義

無
し
。
周
必
大
の
序
に
至
り
て
、
始
め
て
音
義
を
併
せ
て
之
を

言
ふ
。
或
い
は
成
書
の
後
、
又 

續
輯
し
て
補
入
せ
る
か
。
乾

隆
四
十
四
年
三
月 

恭
み
て
校
し
上
る
。

總
纂
官　

臣
紀
昀　

臣
陸
錫
熊　

臣
孫
士
毅　

總
校
官　

臣
陸

費
墀

　

こ
こ
で
述
べ
ら
れ
る
『
続
後
漢
書
』
執
筆
の
経
緯
は
、
前
掲
の
蕭

常
に
よ
る
序
を
参
照
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。提
要
の
蕭
常
に
対
す
る
評
価
は
極
め
て
高
い
。「
然
其
義
例
精
審
、

實
頗
得
史
法
」
と
、
そ
の
史
筆
を
絶
賛
す
る
の
み
な
ら
ず
、
魏
延
に

関
す
る
誤
記
（
後
述
の
よ
う
に
、
実
は
誤
記
で
は
な
い
の
だ
が
）
を

指
摘
し
た
う
え
で
「
然
常
之
所
長
、
不
在
考
證
」
と
、
助
け
船
す
ら

出
す
。
ひ
と
え
に
劉
備
を
「
正
統
」
と
す
る
蕭
常
の
筆
法
の
ゆ
え
で

あ
る
。
蜀
漢
を
「
正
統
」
と
す
る
清
朝
な
ら
で
は
の
評
価
と
捉
え
ら

れ
る
。
四
庫
全
書
は
、黄
震
『
古
今
紀
要
』
の
提
要
に
お
い
て
も
「
朱

子
作
『
通
鑑
綱
目
』、始
遵
習
鑿
齒
『
漢
晉
春
秋
』
之
例
、黜
魏
帝
蜀
。

同
時
張
栻
作
『
經
世
紀
年
』、
蕭
常
作
『
續
後
漢
書
』、
持
論
並
同
。

震
傳
朱
子
之
學
、
故
是
書
亦
用
『
綱
目
』
之
例（

（6
（

。」
と
論
じ
て
い
る
。

四
庫
全
書
編
纂
局
は
、
蜀
漢
正
統
論
の
南
宋
に
お
け
る
立
役
者
を
朱

熹
と
し
な
が
ら
も（

（6
（

、
そ
れ
と
同
時
期
に
同
様
の
論
を
展
開
し
た
者
と

し
て
張
栻
と
蕭
常
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蕭
常
の
知
名
度
を
考

え
た
時
、
朱
熹
・
張
栻
・
黄
震
と
同
列
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
相

当
な
厚
遇
と
言
え
よ
う
。

な
お
些
事
な
が
ら
卷
数
に
つ
い
て
述
べ
て
お
く
。
提
要
は
「
作
帝

紀
二
卷
、
年
表
二
卷
、
列
傳
十
八
卷
。
以
吳
・
魏
爲
載
記
、
凡
二
十

卷
」
と
い
い
、
こ
れ
を
合
計
す
る
と
全
四
十
二
卷
の
は
ず
だ
が
、
四

庫
全
書
本
は
全
四
十
四
卷
で
あ
る
（
音
義
・
義
例
を
除
く
）。
一
方

の
叢
書
集
成
本
は
全
四
十
二
卷
で
、両
者
で
差
異
が
生
じ
た
原
因
は
、

列
伝
三
と
呉
載
記
十
一
・
十
二
に
あ
る
（
呉
載
記
十
二
は
四
庫
全
書

本
に
の
み
存
在
）。
四
庫
全
書
本
は
、
卷
七
が
列
伝
三
上
、
卷
八
が

列
伝
三
下
、
卷
三
十
四
が
呉
載
記
十
一
、
卷
三
十
五
が
呉
載
記
十
二

で
あ
る
の
に
対
し
、
叢
書
集
成
本
で
は
卷
七
上
が
列
伝
三
上
、
卷
七

下
が
列
伝
三
下
、
卷
三
十
三
上
が
呉
載
記
十
一
上
、
卷
三
十
三
下
が

呉
載
記
十
一
下
と
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
数
え
方
の
違
い
で
し
か

な
く
、
内
容
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
周
必
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大
序
に
も
「
帝
紀
・
年
表
各
二
卷
、
列
傳
十
八
卷
、
吳
載
記
十
一
卷
、

魏
載
記
九
卷
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
合
計
し
て
も
全
四
十
二
卷
と
な
る

の
で
、
叢
書
集
成
本
の
ほ
う
が
原
著
に
近
い
卷
構
成
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
は
高
い（

（6
（

。
本
論
が
叢
書
集
成
本
を
底
本
と
す
る
所
以
の
一
つ

で
あ
る
が
、提
要
で
は
全
四
十
二
卷
と
い
う
情
報
を
提
示
し
な
が
ら
、

四
庫
全
書
本
の
最
終
卷
を
「
卷
四
十
四
」
と
書
い
て
し
ま
う
あ
た
り
、

四
庫
全
書
編
纂
者
の
『
続
後
漢
書
』
に
対
す
る
姿
勢
は
あ
ま
り
真
摯

で
は
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

か
か
る
編
纂
態
度
を
窺
わ
せ
る
事
例
は
他
に
も
あ
る
。
提
要
は
、

「
陳
志
建
安
十
四
年
、「
魏
延
爲
都
督
」、
而
常
則
云
「
拔
魏
延
爲
鎭

遠
將
軍
」。
裴
注
既
無
此
語
。
不
知
常
何
所
本
。」
と
指
摘
し
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
魏
延
は
『
続
後
漢
書
』
卷
十
二

（
四
庫
全
書
本
で
は
卷
十
三
）・
列
伝
八
に
立
伝
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
「
昭
烈
乃
拔
延
督
漢
中
、
爲
鎭
遠
將
軍
」
と
あ
る
。
提
要
の
引

用
は
「
督
漢
中
」
の
三
字
を
欠
く
な
ど
の
細
か
い
相
違
は
あ
る
が
、

こ
れ
は
写
し
間
違
い
と
い
う
よ
り
必
要
な
部
分
だ
け
書
い
た
と
見
て

良
く
、
恐
ら
く
提
要
の
言
い
た
い
こ
と
は
、「
裴
松
之
注
を
見
て
も
、

魏
延
を
鎭
遠
将
軍
と
し
た
と
い
う
記
述
は
無
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
だ
が
裴
注
を
参
照
す
る
ま
で
も
な
く
、『
三
国
志
』
蜀
書
十
・

魏
延
伝
の
本
文
に
「
先
主
乃
拔
延
爲
督
漢
中
鎭
遠
將
軍
、
領
漢
中
太

守
」
と
あ
り
、
蕭
常
が
こ
れ
に
依
っ
て
『
続
後
漢
書
』
魏
延
伝
を
書

い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

な
ぜ
提
要
が
斯
か
る
指
摘
を
し
た
か
は
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、

恐
ら
く
提
要
は
『
三
国
志
』
先
主
伝
お
よ
び
同
裴
注
の
み
見
た
の
で

あ
っ
て
、
魏
延
伝
は
参
照
し
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。『
三
国
志
』

蜀
書
二
・
先
主
伝
、
建
安
二
十
四
年
に
は
「
拔
魏
延
爲
都
督
」
と
あ

り
、
提
要
の
い
う
「
陳
志
建
安
十
四
年
、「
魏
延
爲
都
督
」」
と
い
う

記
述
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。
な
お
こ
こ
で
提
要
の
い
う
「
十
四
年
」
は

「
二
十
四
年
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
劉
備
が
漢
中
王
と
な
っ
た
年
で

あ
る
。
こ
う
い
っ
た
単
純
な
誤
記
と
い
い
、
魏
延
伝
の
見
落
と
し
と

い
い
、
提
要
の
「
不
知
常
何
所
本
」
と
い
う
疑
問
は
的
外
れ
と
言
わ

ざ
る
を
得
ず
、
蕭
常
に
と
っ
て
は
甚
だ
迷
惑
な
指
摘
で
あ
ろ
う
。
こ

れ
を
見
る
限
り
、
提
要
執
筆
者
は
あ
ま
り
丁
寧
に
『
続
後
漢
書
』
と

『
三
国
志
』
の
比
較
作
業
を
し
た
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
本
稿
の
考
察
対
象
か
ら
は
若
干
逸
脱
す
る
が
、
四
庫
全
書

本
は
目
録
に
も
誤
記
が
存
在
す
る
。
目
録
の
「
魏
載
紀
五
」
に
「
王

粲
［
徐
幹　

陳
琳　

孔
璋　

阮
瑀　

應
瑒　

劉
楨
］」
と
あ
る
。
割

注
は
附
伝
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
記
で
あ
ろ
う
が
、「
孔
璋
」
と
は

陳
琳
の
字
で
あ
り
、
こ
れ
が
誤
記
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
か

か
る
誤
植
は
郁
松
年
が
所
有
し
て
い
た
宜
稼
堂
叢
書
本
（
注
（
５
）

参
照
）
で
も
同
様
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
郁
松
年
は
こ
の
誤
記
に
気
づ

い
て
お
り
、『
札
記
』
に
お
い
て
「
第
五
。
王
粲
下
附
『
徐
幹
・
陳
琳
・

阮
瑀
・
應
瑒
・
劉
楨
・
吳
質
』。
舊
陳
琳
下
誤
衍
『
孔
璋
』
二
字
、『
吳

質
』
脱
。
今
刪
補
」
と
指
摘
し
、
叢
書
集
成
本
の
目
録
の
該
当
箇
所
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は
「
王
粲
［
徐
幹　

陳
琳　

阮
瑀　

應
瑒　

劉
楨　

吳
質
］」
と
な
っ

て
い
る
。
四
庫
全
書
本
が
こ
の
誤
記
に
気
づ
き
な
が
ら
敢
え
て
修
正

し
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
校
訂
作
業
を
行
っ
た
の
な
ら
修
正

す
べ
き
箇
所
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

蕭
常
『
続
後
漢
書
』
研
究
の
基
礎
と
し
て
、
蕭
常
自
身
に
よ
る
自

記
と
表
、
周
必
大
に
よ
る
序
、
お
よ
び
四
庫
提
要
に
つ
い
て
検
討
し

て
き
た
。
蕭
常
に
よ
る
同
書
執
筆
に
は
、
蜀
漢
の
「
正
統
」
を
主
張

せ
ん
と
す
る
意
図
と
同
時
に
、
そ
れ
が
父
の
遺
志
の
継
承
と
い
う
側

面
を
有
し
て
い
る
と
い
う
主
張
も
込
め
ら
れ
て
い
た
。
蕭
常
が
「
自

記
」
に
お
い
て
語
る
『
続
後
漢
書
』
執
筆
に
至
る
経
緯
が
信
頼
に
足

る
も
の
で
あ
る
か
は
と
も
か
く
、
そ
こ
に
は
司
馬
遷
が
『
史
記
』
を

著
す
に
至
っ
た
経
緯
と
の
類
似
性
が
看
取
で
き
る
の
で
あ
り
、
自
著

に
対
す
る
意
気
込
み
と
自
負
が
窺
え
る
。
斯
か
る
蕭
常『
続
後
漢
書
』

は
、
周
必
大
に
よ
っ
て
「
蜀
漢
正
統
論
の
系
譜
」
の
一
部
分
に
位
置

づ
け
ら
れ
た
。
周
必
大
の
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
に
対
す
る
賛
辞
は
、

同
郷
人
に
対
す
る
社
交
辞
令
・
世
辞
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ

と
を
差
し
引
い
て
読
む
べ
き
で
は
あ
る
も
の
の
、
南
宋
に
お
け
る
蜀

漢
正
統
論
の
展
開
を
朱
熹
中
心
に
捉
え
る
従
来
の
理
解
を
再
考
す
る

上
で
、
重
要
な
史
料
と
捉
え
ら
れ
る
。

清
朝
の
公
式
見
解
も
ま
た
、
蕭
常
の
蜀
漢
中
心
史
観
を
高
く
評
価

し
た
こ
と
が
「
四
庫
全
書
」
所
収
の
提
要
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。
た

だ
し
提
要
を
見
る
限
り
、
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
に
対
す
る
四
庫
全
書

編
纂
局
の
態
度
は
真
摯
と
は
言
い
難
く
、当
時
に
お
い
て
同
書
が「
先

行
書
を
切
り
貼
り
し
て
出
来
た
書
」
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
、
等
閑

視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
本
研
究
が
、
蕭
常
『
続
後

漢
書
』
の
丹
念
な
検
討
を
必
要
と
考
え
る
所
以
で
あ
る
。

本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP19K

00114

の
助
成
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

注（
1
）	つ
と
に
南
宋
の
周
密
は
、
蕭
常
の
著
述
を
朱
熹
や
張
栻
に
同
調
し

た
だ
け
の
売
名
行
為
と
一
蹴
し
て
い
る
。
中
砂
明
徳
『
中
国
近
世

の
福
建
人　

士
大
夫
と
出
版
人
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、

二
〇
一
二
年
）
第
二
部
第
三
章
を
参
照
。

（
2
）	四
庫
全
書
所
収
の
『
続
後
漢
書
』
は
、
目
録
に
続
け
て
提
要
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
の
提
要
は
こ
れ
を
底
本
と
す
る
。
な
お
、

四
庫
全
書
所
収
の
各
書
籍
に
附
さ
れ
た
提
要
を
集
め
た
も
の
が

『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』で
あ
り
、各
書
籍
に
附
さ
れ
た
も
の
と『
欽

定
四
庫
全
書
総
目
』
の
も
の
は
基
本
的
に
同
内
容
で
あ
る
が
、
一

部
字
句
に
異
同
が
あ
る
。

（
3
）	曹
鵬
程
「
南
宋
史
学
家
蕭
常
及
其
《
続
後
漢
書
》」（『
蘭
台
世
界
』
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二
〇
一
三
年
十
月
下
旬
）
お
よ
び
同
「
蕭
常
及
其
《
続
後
漢
書
》

初
探
」（『
江
西
社
会
科
学
』
二
〇
一
三
年
第
六
期
）
は
、
蕭
常
の

史
学
思
想
に
つ
い
て
、
歐
陽
脩
と
同
じ
本
貫
で
あ
る
彼
が
「
廬
陵

史
学
」
の
発
揚
を
自
ら
の
任
と
し
、『
新
五
代
史
』
の
体
裁
を
模

倣
し
つ
つ
、
褒
貶
と
正
統
を
主
軸
と
し
て
『
続
後
漢
書
』
を
著
し

た
と
い
う
。
王
徳
毅
「
蕭
常
《
續
後
漢
書
》
及
其
影
響
」（『
東
呉

歴
史
学
報
』
十
七
、二
〇
〇
七
年
）
は
、
南
宋
に
お
け
る
蜀
漢
尊

崇
の
気
風
の
一
環
と
し
て
蕭
常
『
続
後
漢
書
』
を
捉
え
、
同
書
の

後
世
に
対
す
る
影
響
が
大
き
い
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

れ
ら
の
研
究
は
い
ず
れ
も
蕭
常
の
生
没
年
な
ど
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。

（
4
）	歐
陽
守
道
は
『
宋
史
』
卷
四
百
十
一
に
列
伝
が
あ
る
。
字
は
公
権
、

（
迂
父
と
も
）。
吉
州
の
人
、
淳
祐
元
年
（
一
二
四
一
）
の
進
士
。

（
5
）	現
在
の
江
西
省
吉
安
市
。
廬
陵
の
名
は『
史
記
』に
は
見
え
ず
、『
漢

書
』
卷
二
十
八
上
・
地
理
志
上
に
豫
章
郡
に
あ
る
縣
の
一
つ
と
し

て
見
え
る
。
後
漢
末
に
孫
策
が
豫
章
郡
を
分
割
し
て
廬
陵
郡
を
置

き
（『
三
国
志
』
呉
書
一
・
孫
討
逆
伝
）、
隋
唐
期
に
廬
陵
郡
は
幾

度
か
廃
置
を
繰
り
返
し
た
。
宋
代
に
は
吉
州
の
県
と
な
っ
て
い
る
。

『
宋
史
』
卷
八
十
八
・
地
理
志
四
の
江
南
路
・
西
路
に
「
吉
州
、
上
。

廬
陵
郡
、
軍
事
。
崇
寧
（
一
一
〇
二
～
一
一
〇
六
）
戸
一
十
三
萬

二
千
二
百
九
十
、
口
九
十
五
萬
七
千
二
百
五
十
六
。
貢
紵
布
・
葛
。

縣
八
、
廬
陵
・
吉
水
・
安
福
・
太
和
・
龍
泉
・
永
新
・
永
豐
・
萬
安
」

と
あ
る
。
歐
陽
脩
の
本
貫
と
し
て
知
ら
れ
、
彼
の
号
と
も
な
っ
て

い
る
。

（
6
）	本
稿
に
お
け
る
『
続
後
漢
書
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
叢
書
集
成
初
編

の
『
続
後
漢
書
』（
本
稿
で
は
「
叢
書
集
成
本
」
と
呼
称
）
を
底

本
と
し
、「
四
庫
全
書
」
史
部
・
別
史
類
所
収
の
『
蕭
氏
続
後
漢
書
』

（
本
稿
で
は
「
四
庫
全
書
本
」
と
呼
称
）
を
用
い
て
校
訂
を
行
っ
た
。

校
訂
に
際
し
て
、
明
ら
か
な
異
体
字
の
相
違
は
特
に
注
記
し
な
い
。

ま
た
、
清
代
の
避
諱
に
よ
る
「
玄
」
や
「
弘
」
の
欠
画
な
ど
は
元

の
字
に
戻
し
た
が
、
こ
れ
も
注
記
し
な
い
。
な
お
、「
四
庫
全
書
」

が
『
蕭
氏
続
後
漢
書
』
と
呼
称
す
る
の
は
、
南
宋
後
期
の
人
で
あ

る
郝
経
（
一
二
二
三
～
七
五
）
が
著
し
た
同
名
の
書
と
の
区
別
の

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
叢
書
集
成
は
、
一
九
三
五
年
よ
り
出
版
さ

れ
た
一
大
漢
籍
叢
書
。
本
稿
で
参
照
し
た
叢
書
集
成
初
編
本
『
続

後
漢
書
』
は
、
通
卷
番
号
三
七
三
三
～
三
七
三
六
で
、
奥
付
に
よ

れ
ば
一
九
八
五
年
に
中
華
書
局
が
再
版
し
た
も
の
。
な
お
、
本
稿

で
参
照
し
た
叢
書
集
成
本
の
冒
頭
に
は
、「
叢
書
集
成
初
編
所
選
、

墨
海
金
壺
及
宜
稼
堂
叢
書
、
皆
収
有
此
書
、
宜
稼
本
較
佳
、
故
據

以
排
印
」と
あ
る
。
宜
稼
堂
叢
書
は
、道
光
二
十
三
年（
一
八
四
三
）

頃
に
、
上
海
の
蔵
書
家
で
あ
っ
た
郁
松
年
が
、
自
ら
の
蔵
書
か
ら

い
く
つ
か
を
、
郁
松
年
自
身
に
よ
る
札
記
を
附
し
て
刊
行
し
た
も

の
。
郁
松
年
お
よ
び
宜
稼
堂
叢
書
に
つ
い
て
は
、
松
浦
章
「
上
海

沙
船
船
主
郁
松
年
の
蔵
書
」（『
或
問
』
二
、
近
代
東
西
言
語
文
化
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接
触
研
究
会
、
二
〇
〇
一
年
）
を
参
照
。
本
論
で
参
照
す
る
叢
書

集
成
本
は
、
郁
松
年
に
よ
る
校
訂
を
経
た
も
の
で
あ
り
、
校
訂
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
『
続
後
漢
書
札
記
』
で
確
認
で
き
る
（
本

稿
で
は
『
札
記
』
と
略
称
）。
こ
れ
も
叢
書
集
成
初
編
に
収
め
ら

れ
て
お
り
、
通
卷
番
号
は
三
七
三
七
。
本
稿
で
は
、
商
務
印
書
館
、

中
間
民
国
二
十
五
年
六
月
初
版
の
も
の
を
参
照
し
た
。『
札
記
』

卷
頭
の
序
文
に
は
、「
道
光
二
十
有
一
年
辛
丑
（
一
八
四
一
）
十
月

朔
日
」
と
あ
る
。
蜀
漢
の
「
正
統
」
を
論
ず
る
書
籍
の
校
訂
を
ア

ヘ
ン
戦
争
の
最
中
に
行
っ
て
い
た
こ
と
は
非
常
に
興
味
深
い
が
、

こ
の
点
に
関
す
る
考
察
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
7
）	「
麤
」
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
「
粗
」。

（
8
）	「
當
」
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
「
嘗
」。

（
9
）	「
遑
」
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
「
皇
」。

（
10
）	「
羣
」
に
つ
い
て
、『
札
記
』
に
「
卷
末
自
記
、『
博
極
羣
書
』、
羣

書
誤
『
郡
』、
今
改
」
と
あ
る
。

（
11
）	同
文
は
周
必
大
の
文
集
『
周
益
国
文
忠
公
文
集
』
卷
五
十
三
に
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
こ
の
周
必
大
の
序
の
み
、
叢
書
集

成
本
・
四
庫
全
書
本
に
加
え
て
、
四
庫
全
書
本
『
文
忠
集
』
所
収

の
も
の（
本
論
で
は「
文
忠
集
」と
呼
称
）を
参
照
し
て
校
訂
を
行
っ

た
。

（
12
）	四
庫
全
書
本
は
「
方
」
の
字
を
欠
く
。『
札
記
』
に
は
「
原
序
。『
丕

方
登
壇
』、『
丕
』
下
空
五
字
。
或
補
『
方
』
字
。
今
從
之
」
と
あ
る
。

文
忠
集
で
は
「
方
」
の
字
が
あ
る
。

（
13
）	文
忠
集
で
は
「
人
之
」
の
二
字
を
欠
く
。

（
14
）	「
諸
葛
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
諸
葛
亮
」。

（
15
）	「
無
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
勿
」。

（
16
）	「
見
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
且
」。

（
17
）	こ
の
箇
所
の
典
拠
は
『
晋
書
』
卷
八
十
二・
陳
寿
伝
に
見
え
る
「
陳

寿
は
、
丁
儀
・
丁
廙
の
子
に
「
米
千
斛
を
く
れ
れ
ば
父
上
の
た
め

に
佳
伝
を
書
こ
う
」
と
要
求
し
、
断
ら
れ
た
の
で
丁
儀
ら
を
立
伝

し
な
か
っ
た
」と
い
う
逸
話
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、『
晋

書
』
に
見
え
る
陳
寿
の
要
求
の
原
文
は
「
可
覓
千
斛
米
見
與
、
當

爲
尊
公
作
佳
傳
」。

（
18
）	「
起
光
武
、終
愍
帝
」
は
、文
忠
集
で
は
「
起
漢
光
武
、終
晉
愍
帝
」。

（
19
）	『
新
唐
書
』
卷
五
十
八
・
藝
文
志
二
・
乙
部
史
録
・
編
年
類
に
「
習

鑿
齒
『
漢
晉
春
秋
』
五
十
四
卷
」
と
あ
る
。
な
お
『
舊
唐
書
』
で
は
、

卷
四
十
六
・
經
籍
志
上
・
乙
部
史
録
・
編
年
類
に
「『
漢
晉
春
秋
』

五
十
四
卷［
習
鑿
齒
撰
］」と
あ
る
。
周
必
大
は「
藝
文
志
」と
い
っ

て
い
る
の
で
、彼
が
参
照
し
た
の
は『
新
唐
書
』の
ほ
う
で
あ
ろ
う
。

（
20
）	『
太
平
御
覽
』
の
「
經
史
圖
書
綱
目
」
に
「
漢
晉
春
秋
」
と
あ
る
。

（
21
）	宋
朝
の
書
庫
（
崇
文
院
）
所
収
の
書
籍
に
つ
い
て
、
仁
宗
が
歐
陽

脩
ら
に
目
録
を
作
ら
せ
た
も
の
。
当
初
は
各
書
に
解
題
が
あ
っ
た

が
早
く
に
削
除
さ
れ
、
紹
興
年
間
に
は
改
訂
本
が
編
ま
れ
た
。
内

藤
湖
南「
支
那
目
録
学
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』十
二
、一
九
七
〇
年
）、
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會
谷
佳
光
「『
崇
文
総
目
』
―
そ
の
編
纂
か
ら
朱
彝
尊
旧
蔵
抄
本

に
至
る
ま
で
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
文
論
叢
』六
八
、二
〇
〇
二
年
）

を
参
照
。

（
22
）	こ
こ
で
い
う
『
晉
史
』
は
、『
晉
史
』
と
い
う
現
存
し
な
い
文
献

が
当
時
は
存
在
し
た
と
い
う
可
能
性
を
除
け
ば
、
唐
修
『
晉
書
』

を
指
す
可
能
性
が
あ
る
。『
晉
書
』
卷
八
十
二
・
習
鑿
齒
伝
に
は

習
鑿
齒
の
臨
終
の
上
疏
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
晉
は

魏
で
は
な
く
漢
を
継
い
だ
の
だ
」
と
い
う
主
張
と
曹
魏
批
判
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
臨
終
の
上
疏
の
引
用
は
お
よ
そ
千
四
百

字
で
、周
必
大
の
い
う「
所
著
論
千
三
百
餘
言
」と
ほ
ぼ
合
致
す
る
。

（
23
）	『
史
通
』
卷
四
・
称
謂
に
「
論
王
道
則
曹
逆
而
劉
順
」
と
あ
り
、

ほ
ぼ
同
文
。

（
24
）	「
近
世
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
本
朝
」。

（
25
）	「
議
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
論
」。

（
26
）	文
忠
集
で
は
、
こ
こ
に
「
而
」
の
一
字
が
見
え
る
。

（
27
）	「
辨
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
非
」。

（
28
）	文
忠
集
で
は
、
こ
こ
に
「
近
世
」
の
二
字
が
見
え
る
。

（
29
）	「
裴
松
之
之
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
裴
松
之
」。

（
30
）	「
爲
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
存
」。

（
31
）	「
子
」
は
、
文
忠
集
で
は
「
予
」。

（
32
）	文
忠
集
で
は
「
少
傅
觀
文
殿
大
學
士
」
以
下
を
欠
く
。

（
33
）	同
逸
話
を
含
め
た
蘇
軾
の
三
国
論
に
つ
い
て
は
、
田
中
靖
彦
「
三

国
論
の
過
渡
期
と
蘇
軾
」（『
津
田
塾
大
学
紀
要
』
四
七
、二
〇
一
五

年
）
も
参
照
。

（
34
）	東
英
寿「
歐
陽
脩
の『
居
士
集
』編
纂
の
意
図
」（『
中
国
文
学
論
集
』

十
七
、一
九
八
八
年
）
参
照
。

（
35
）	歐
陽
脩
の
三
国
論
は
、「
魏
を
黜
け
ず
」
と
い
う
側
面
も
確
か
に

あ
る
が
、
曹
魏
へ
の
批
判
的
側
面
は
濃
厚
に
看
取
で
き
る
。
田
中

靖
彦
「
歐
陽
脩
の
曹
魏
正
統
論
と
そ
の
撤
回
に
つ
い
て
」（『
實
踐

國
文
學
』
九
五
、二
〇
一
九
年
）
参
照
。

（
36
）	魯
史
は
、春
秋
時
代
の
諸
侯
国
・
魯
の
歴
史
の
記
載
。
ま
た
転
じ
て
、

『
春
秋
』
の
こ
と
。

（
37
）	宣
尼
は
、孔
子
。
前
漢
平
帝
の
元
始
元
年
、孔
子
は
「
褒
成
宣
尼
公
」

と
追
諡
さ
れ
た
（『
漢
書
』
卷
十
二
・
平
帝
本
紀
）。

（
38
）	威
・
文
は
、
斉
の
桓
公
（
？
～
前
六
四
三
）
と
晋
の
文
公
（
前

六
九
六
～
六
二
八
）。
北
宋
の
第
九
代
皇
帝
・
欽
宗
の
諱
は
「
桓
」

と
い
い
、こ
れ
を
避
け
た
表
記
。
陳
垣『
史
諱
挙
例
』科
学
出
版
社
、

一
九
五
八
年
参
照
。

（
39
）	「
維
」
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
「
惟
」。

（
40
）	高
・
文
は
、
前
漢
の
高
祖
劉
邦
と
、
文
帝
劉
恒
。

（
41
）	緝
熙
は
、『
詩
経
』
大
雅
・
文
王
に
あ
る
表
現
で
、
こ
れ
も
「
光
明
」

の
意
。

（
42
）	宋
の
二
代
目
皇
帝
・
太
宗
が
『
太
平
總
類
』（
後
に
『
太
平
御
覽
』

と
改
名
）
編
纂
を
命
じ
た
際
、
自
身
も
一
日
三
卷
読
む
と
詔
し
、
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宋
琪
ら
が
太
宗
の
疲
労
を
気
遣
っ
た
が
、太
宗
は
「
卷
を
開
く
（
読

書
す
る
）
こ
と
は
有
益
で
あ
り
、
労
苦
で
は
な
い
」
と
答
え
た
と

い
う
故
事
。『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
卷
二
十
四
・
太
宗
太
平
興
国

八
年
十
一
月
の
条
に
「
庚
辰
、
詔
史
館
所
修
『
太
平
總
類
』、
自

今
日
進
三
卷
、
朕
當
親
覽
。
宋
琪
等
言
、「
窮
歲
短
晷
、
日
閲
三
卷
、

恐
聖
躬
疲
倦
。」
上
曰
、「
朕
性
喜
讀
書
、
開
卷
有
益
、
不
爲
勞
也
。

此
書
千
卷
、朕
欲
一
年
讀
徧
、因
思
學
者
讀
萬
卷
書
亦
不
爲
勞
耳
。」

尋
改
『
總
類
』
名
曰
『
御
覽
』。」
と
あ
る
。

（
43
）	こ
こ
で
の
高
廟
は
、
南
宋
の
初
代
皇
帝
・
高
宗
（
在
位
、

一
一
二
七
～
六
二
）
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。『
宋
会
要
輯
稿
』
帝
系

七
・
宗
室
雑
録
四
・
高
宗
・
訓
名
・
寧
宗
・
嘉
定
八
年
や
、
同
書

礼
三
〇
・
歴
代
大
行
喪
礼
下
・
高
宗
な
ど
に
そ
の
用
例
が
見
ら
れ

る
。「
高
廟
放
心
莫
收
之
戒
」
は
、
高
宗
が
自
己
の
放
逸
を
戒
め

た
表
現
。『
咸
淳
臨
安
志
』
卷
一
「
損
齋
」
に
、「
紹
興
二
十
八
年

十
一
月
、内
出
御
製
親
札
『
損
齋
記
』
石
本
、賜
羣
臣
、諭
宰
執
曰
、

「
朕
宮
中
嘗
闢
一
室
、
名
爲
『
損
齋
』、
屏
去
聲
色
玩
好
、
置
經
史

古
書
其
中
、
朝
夕
燕
坐
、
亦
嘗
作
記
以
自
警
。
記
曰
、「
嘗
謂
、

當
天
下
之
正
位
、
撫
域
中
之
萬
微
、
苟
日
徇
異
物
而
無
以
立
。
其

獨
則
多
見
弊
精
神
、
疲
志
意
、
而
不
知
止
。
廣
宴
游
事
不
急
而
牽

於
愛
、
膠
膠
擾
擾
、
莫
收
其
放
心
、
顧
能
回
光
抑
損
之
道
。
豈
不

較
然
、
有
感
於
斯
。
…
…
」」
と
あ
る
。『
咸
淳
臨
安
志
』
は
、
宋

の
潜
説
友
撰
、
咸
淳
四
年
（
一
二
六
八
）
こ
ろ
成
書
し
た
臨
安
の

地
志
。
神
田
信
夫
・
山
根
幸
夫
編
『
中
国
史
籍
解
題
辞
典
』（
燎

原
書
店
、
一
九
八
九
年
）
参
照
。

（
44
）	『
史
記
』
卷
八
十
三
・
魯
仲
連
列
伝
に
見
え
る
故
事
。
昭
襄
王
の

派
遣
し
た
秦
軍
が
趙
の
邯
鄲
を
包
囲
し
た
時
、
魏
の
安
釐
王
が
客

将
の
新
垣
衍
を
邯
鄲
に
潜
入
さ
せ
、平
原
君
を
通
じ
て
趙
王
に
「
秦

王
を
帝
と
称
す
れ
ば
兵
を
引
く
で
あ
ろ
う
」
と
伝
え
さ
せ
る
こ
と

と
し
た
。
本
文
に
あ
る「
帝
秦
之
論
」は
こ
れ
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。

魯
仲
連
は
新
垣
衍
に
、
秦
王
を
帝
と
称
す
こ
と
の
害
を
説
き
、
信

陵
君
の
参
戦
も
あ
っ
て
、
秦
は
兵
を
引
い
た
。
な
お
『
史
記
索
隠
』

に
よ
る
と
、
新
垣
が
姓
と
い
う
。

（
45
）	少
康
は
、『
史
記
』
卷
二
・
夏
本
紀
に
よ
れ
ば
、
夏
王
朝
第
六
代

目
の
王
。『
史
記
』
に
は
、
帝
相
が
崩
御
し
、
子
の
帝
少
康
が
立
っ

た
と
し
か
書
か
れ
な
い
が
、『
春
秋
左
氏
伝
』
襄
公
・
伝
四
年
に

見
え
る
魏
絳
（
魏
荘
子
）
が
語
る
故
事
に
よ
れ
ば
、夏
王
朝
は
い
っ

た
ん
后
羿
に
簒
奪
さ
れ
た
が
、
后
羿
は
部
下
に
殺
さ
れ
、
そ
の
後

実
権
を
握
っ
た
寒
浞
も
滅
ぼ
さ
れ
、
少
康
が
擁
立
さ
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
で
の
蕭
常
の
表
現
は
、
い
ち
ど
簒
奪
さ
れ
た
夏
王
朝
が
少
康

の
時
に
復
活
し
た
こ
と
を
指
す
と
解
釈
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
46
）	書
名
。『
困
学
紀
聞
』
卷
十
四
に
「
兔
園
册
府
、
三
十
卷
。
唐
蔣

王
惲
令
僚
佐
杜
嗣
先
倣
應
科
目
策
、
自
設
問
對
、
引
經
史
爲
訓
注
。

惲
、太
宗
子
、故
用
梁
王
兔
園
名
其
書
。
馮
道
『
兔
園
册
』
謂
此
也
」

と
あ
る
。
ま
た
『
新
五
代
史
』
卷
五
十
五
・
雑
伝
四
十
三
・
劉
岳
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伝
に
「
宰
相
馮
道
世
本
田
家
、
狀
貌
質
野
、
朝
士
多
笑
其
陋
。
道

旦
入
朝
、
兵
部
侍
郎
任
贊
與
〔
劉
〕
岳
在
其
後
、
道
行
數
反
顧
、

贊
問
岳
、「
道
反
顧
何
爲
。」
岳
曰
、「
遺
下
『
兔
園
册
』
爾
。」『
兔

園
册
』
者
、郷
校
俚
儒
教
田
夫
牧
子
之
所
誦
也
。
故
岳
舉
以
誚
道
。

道
聞
之
大
怒
、
徙
岳
祕
書
監
。
其
後
李
愚
爲
相
、
遷
岳
太
常
卿
。」

と
あ
る
。
礪
波
護『
馮
道　

乱
世
の
宰
相
』（
初
出
は
人
物
往
来
社
、

一
九
六
六
年
。
本
論
で
は
中
公
文
庫
（
一
九
八
八
年
初
版
、

二
〇
〇
三
年
改
版
）
を
参
照
し
た
）
は
、「『
兎
園
冊
』
と
い
う
の
は
、

北
方
の
農
村
の
寺
子
屋
あ
た
り
で
教
科
書
と
し
て
使
わ
れ
、
農
夫

や
牧
童
が
諳
誦
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
書
物
」
と
解
説
す
る
。

（
47
）	孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
し
た
際
、
獲
麟
で
絶
筆
と
し
た
こ
と
か
ら

来
る
表
現
。

（
48
）	『
史
記
』
太
史
公
自
序
に
「
藏
之
名
山
、
副
在
京
師
、
俟
後
世
聖

人
君
子
」
と
あ
る
。『
史
記
索
隠
』
は
「
正
本
藏
之
書
府
、
副
本

留
京
師
也
」
と
解
釈
す
る
。

（
49
）	皇
帝
が
東
観
に
来
て
書
籍
を
閲
覧
す
る
こ
と
。『
後
漢
書
』
儒
林

列
伝
六
十
九
上
に
「
孝
和
亦
數
幸
東
觀
、
覽
閲
書
林
」
と
あ
る
。

（
50
）	「
燕
」
は
、
四
庫
全
書
本
で
は
「
宴
」。

（
51
）	天
子
が
乙
夜
（
午
後
十
時
）
に
政
務
を
終
え
、
就
寝
前
に
書
見
す

る
こ
と
。

（
52
）	注
（
２
）
で
触
れ
た
通
り
、
四
庫
全
書
本
『
続
後
漢
書
』
冒
頭
に

附
さ
れ
た
提
要
と
、『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
に
は

若
干
の
異
動
が
あ
り
、
本
論
で
は
前
者
を
底
本
と
し
、
後
者
を
参

照
し
て
校
訂
を
行
っ
た
。
ま
た
、原
田
種
成
編『
訓
點
本
四
庫
提
要
』

史
部
二
・
紀
事
本
末
・
別
史
・
雑
史
・
詔
令
奏
議
類
（
汲
古
書
院
、

一
九
八
七
年
）
も
参
照
し
た
。

（
53
）	『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
「
臣
等
謹
案
續
後
漢
書

四
十
九
卷
」の
字
句
が
無
い
一
方
で
、「『
續
後
漢
書
』四
十
七
卷［
編

修
莊
承
籛
家
藏
本
］」
と
い
う
見
出
し
が
あ
る
。

（
54
）	郷
貢
と
は
、
唐
代
の
科
挙
に
お
い
て
、
学
館
の
試
験
を
経
ず
に
州

や
県
の
推
薦
を
受
け
科
挙
に
応
じ
た
者
。
宮
崎
市
定
は
唐
代
に
お

け
る
科
挙
に
つ
い
て
の
概
説
に
お
い
て
「
故
に
し
ば
し
ば
書
中
に

見
ゆ
る
郷
貢
の
進
士
な
る
者
は
、
実
は
未
だ
進
士
試
験
に
及
第
せ

ざ
る
受
験
有
資
格
者
の
謂
に
外
な
ら
ず
」
と
述
べ
て
い
る
（
宮
崎

市
定
『
科
挙　

中
国
の
試
験
地
獄
』。
初
出
は
中
公
新
書
、

一
九
六
三
年
。
本
論
で
は
『
宮
崎
市
定
全
集
』
十
五
所
収
、

一
九
九
三
年
を
参
照
し
た
）。

（
55
）	「
四
十
二
」は
、『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』所
収
の
も
の
は「
三
十
二
」。

い
ず
れ
が
正
し
い
か
は
今
後
の
課
題
と
す
る
。

（
56
）	『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
、
こ
こ
に
「
實
」
の
字

が
入
る
。

（
57
）	提
要
は
「
范
」
に
つ
く
る
が
、『
三
国
志
』
吳
書
十
八
・
吳
範
伝

お
よ
び
『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
に
従
い
「
範
」
に

改
め
る
。
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（
58
）	『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
、
こ
こ
に
「
其
」
の
字

が
入
る
。

（
59
）	「
既
」
は
、『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
「
槩
」。

（
60
）	「
併
」
は
、『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
「
幷
」。

（
61
）	『
欽
定
四
庫
全
書
総
目
』
所
収
の
も
の
は
「
乾
隆
四
十
四
年
」
以

降
の
字
句
が
無
い
。

（
62
）	朱
子 『
通
鑑
綱
目
』
を
作
る
や
、
始
め
て
習
鑿
齒
の
『
漢
晉
春
秋
』

の
例
に
遵
ひ
、
魏
を
黜
け
蜀
を
帝
と
す
。
同
時
の
張
栻
は
『
經
世

紀
年
』
を
作
り
、
蕭
常
は
『
續
後
漢
書
』
を
作
り
、
持
論
は
並
び

に
同
じ
。
震
は
朱
子
の
學
を
傳
へ
た
れ
ば
、
故
に
是
の
書
も
亦
た

『
綱
目
』
の
例
を
用
ふ
。

（
63
）	『
三
国
志
』
の
提
要
も
、
陳
寿
『
三
国
志
』
が
曹
魏
を
「
正
統
」

と
し
た
こ
と
に
対
す
る
初
め
て
の
異
議
と
し
て
習
鑿
齒
を
位
置
づ

け
た
上
で
、「
朱
子
以
来
、
習
鑿
齒
を
是
と
し
陳
寿
を
非
と
し
な

い
者
は
無
い
」
と
、
朱
熹
の
役
割
を
高
く
位
置
づ
け
て
い
る
。『
三

國
志
』
提
要
の
該
当
部
分
は
以
下
の
通
り
。「
其
書
（
陳
寿
の
『
三

國
志
』
を
指
す
）
以
魏
爲
「
正
統
」、
至
習
鑿
齒
作
『
漢
晉
春
秋
』、

始
立
異
議
。
自
朱
子
以
來
、
無
不
是
鑿
齒
而
非
壽
。」

（
64
）	こ
の
よ
う
に
、
卷
数
の
扱
い
や
目
録
に
つ
い
て
見
る
限
り
、
四
庫

全
書
本
と
叢
書
集
成
本
で
は
異
同
が
大
き
く
、
考
察
を
要
す
る
。

そ
の
た
め
、提
要
の
述
べ
る
「
増
伝
」
や
「
廃
伝
」
と
い
っ
た
、『
三

国
志
』
と
『
続
後
漢
書
』
の
間
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め

て
扱
う
。
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た
な
か　

や
す
ひ
こ
・
実
践
女
子
大
学
准
教
授 

い
し
い　

ひ
と
し
・
駒
澤
大
学
教
授 

な
か
も
と　

け
い
す
け
・
駒
澤
大
学
非
常
勤
講
師
）


